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イワガキ養殖試験（２）
　前回に引き続き、イワガキ養殖試験について紹介します。
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採苗試験
　昨年から海山町などの漁業者とイワガキの天然採苗試験に取り組んでいます。イワガキ養殖もホタテの貝殻などのコレクター（採苗器）に稚貝を付着させるところから始まり、マガキは夏が、イワガキが夏～秋が採苗シーズンと、産卵ピークの若干のズレや、浮遊幼生のいる水深の深さの違いなどからマガキとイワガキを分けて付着させることが可能です。
※採苗・・カキ、ホタテやノリなど養殖用の種苗を付着させ[image: image2.jpg]


て採ることを言います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
コレクターに付着したイワガキ
採苗が成功すればコレクター１枚あたり10個程度の稚貝が付着します。これは平成16年10月に付着した稚貝を平成17年５月まで育てたものです。この稚貝を付着後１年半～３年程度育てることによって200ｇ以上の出荷サイズのイワガキになります。
成長速度についてはその海域のプランクトン量などの環境[image: image3.jpg]


条件により違うため、今後出荷サイズに成長するまで追跡調査していく予定です。
その他の養殖方法（カゴ吊り）
基本的には付着したイワガキを、コレクターの間隔や垂下場所などを調整しながら育てて行けば、出荷サイズのイワガキになります。また、その他にもカゴに入れて養殖するカゴ吊りや下に書いた耳吊りなどの養殖方法があります。
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その他の養殖方法（耳吊り）
耳吊りはイワガキの蝶番（ちょうつがい）の部分に穴を開け、ひもや針金を通したカキを垂下する方法で、ホタテ貝の養殖などに用いられています。カゴ吊りや耳吊りで育てたイワガキは比較的形の良いものが出来るようです。
今回、３つの養殖方法を紹介しましたが、それぞれにメリット、デメリットが考えられるので、今後は試行錯誤の中で各漁業者に適した養殖方法を選んで行くことになると思われます。
